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１ 経営方針 
 

2019 年は横浜において、第 7回アフリカ開発会議、ラグビーワールドカップ 2019TMが開催さ

れ、市内外から多くの来場者を迎えます。ラグビーワールドカップ 2019TMの期間中は、「横浜音

祭り 2019」が市内全域を舞台に展開されます。 

当財団は、翌年に迫った東京 2020 オリンピック・パラリンピックも見据え、この機会を捉え

て、各施設の特色と企画力を生かした魅力的な事業を国内外に発信することで、文化芸術によ

る街の賑わいの創出、都市のプレゼンス向上に取り組みます。 

一方で、これから横浜が直面する少子高齢化の進展や人口減少等の社会課題をふまえ、魅力

的な事業の国内外への発信と同時に、次世代育成や社会包摂等、文化芸術と社会をつなぐ取り

組みを継続的・重点的に取り組むことが重要となります。 

このような状況をふまえ、当財団は 2018 年度「中期経営計画 2018-2021」を策定し、事業の

重点取組みと、それを推進する組織の経営強化の方針を掲げました。2019 年は、計画の 2年目

として取り組みを加速させ、成果につなげます。 

 

（１） 重点取組（事業） 

ア 横浜らしい特色のある事業の国内外への発信 

各施設が特色を発揮し、発信力の高い事業を展開します。 

本年は横浜美術館が開館 30 年の記念の年を迎え、記念事業を通年で展開するほか、横浜能楽

堂では改元にちなんだ特別企画公演の開催、横浜にぎわい座では横浜開港 160 周年にちなみ、

横浜・野毛に焦点をあてた事業等、特色あるプログラムを実施します。 

また「横浜音祭り 2019」では、会場となる横浜みなとみらいホールが、多彩な事業をアウト

リーチや社会包摂プログラムと連携しながら展開します。 

横浜赤レンガ倉庫 1 号館では、横浜ダンスコレクション 2020 開催にあわせ、2017 年度に香

港、ソウルのダンスフェスティバルと連携して創設した「HOTPOT 東アジア・ダンスプラットフ

ォーム」を横浜で開催する等、国際的な発信力向上につなげます。 

イ 子どもたちをはじめとする次世代育成の推進 

子どもを対象とした事業に積極的に取り組むとともに、若手アーティスト、クリエイターの

活躍の機会を提供する等、未来の横浜の文化を支える人材を支援します。 

子どもを対象とした取り組みは、引き続き学校等の教育機関との連携、教員・指導者等への

働きかけを進めるほか、ジャズに縁の深い横浜の街の特色を生かし、横浜みなとみらいホール

では中高生を対象とした新たな次世代ジャズプログラムを実施します。また日本最大級のジャ

ズフェスティバル横濱 JAZZ PROMENADE 2019 では、国内のジャズフェスティバルとの交流によ

りジュニアステージを充実させます。 

ウ 芸術と社会をつなぎ共生社会へ向けた基盤整備 

多様な人々が楽しむことができる事業の実施、施設管理・運営、情報発信等、全体において

社会包摂の視点を持って取り組みます。 
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（ア）市民文化活動の支援と地域との連携強化 

各施設において継続的に実施している市民文化活動支援事業を基盤として、地域施設、

企業、NPO、ボランティア等、様々な関係者と連携・協働することで、活動を拡げます。 

神社のお囃子保存会の協力を得て講座や体験のプログラムの展開（磯子区民文化セン

ター）、施設運営や、事業の様々なシーンでのボランティア活動の推進等、各施設の特色

を生かして取り組みます。 

（イ）誰もが社会に参画できる取り組みの推進 

文化施設への来館が難しい人たちが、文化芸術に触れる機会をつくるアウトリーチの

実施、特別支援学校・特別支援学級、福祉施設や福祉団体等との連携による事業実施、

高齢者や子どもたちの居場所づくり等、多様な人々が文化活動に参画できる事業を実施

することで、文化芸術を通じた社会包摂の取り組みを推進します。 

（ウ）創造性を生かしたまちづくりの推進 

都心臨海部および郊外部の公園や広場等、公共空間を活用し、文化芸術とともに、横

浜の街の魅力を発信するような事業を展開します。 

またアーツコミッション・ヨコハマでは、様々なプレイヤーが出会い、シナジーを生み出

すための触媒機能を担う都市基盤「文化芸術創造都市プラットフォーム」から、公共空

間活用、横浜のブランド形成に資する取り組みとして、企業や民間団体との協働プロジ

ェクトを行います。また新たな助成事業として創造産業・クリエイターを支援する助成

を開始するなど、クリエイター、企業、行政、大学、地域社会等の連携をすすめ、創造

性を活かした新たな横浜の魅力づくりにつなげます。 

（２）経営の強化 

ア 財務 

財団の自立性向上と事業を推進していくための体力強化のため、自己収入の着実な確保、

経費の適切な執行に向けた取組みや予算執行管理の意識づけと仕組みづくりを行います。 

一方で横浜美術館開館 30 周年事業に自己資金を投入することで、事業の充実、規模拡大

を行い、発信力の強化、来場者拡大につなげます。 

イ 人材育成 

財団人材マネジメントポリシーに則り、職員一人一人のプライドと責任、実践力を醸成す

ることを目指し人材育成を行います。 

2019 年度は職階の役割に応じた研修の実施とともに、職員のモチベーション向上を目指

し、職員の行動、実績を処遇に反映するよう人事評価制度の改訂と整備を進めます。 

ウ 施設運営 

東京2020 オリンピック・パラリンピック閉幕後、横浜美術館、横浜みなとみらいホールは、長期

休館を伴う大規模改修工事が決定しています。本年度は、収蔵品等の移動と保管、休館中の

活動場所、活動内容、改修工事の具体的内容等について市と協議をし、準備を進めます。 

また横浜市民ギャラリーあざみ野、磯子区民文化センターの次期提案が予定されていま

す。施設の役割を再確認し、今期の成果と課題、地域ニーズ等を踏まえ、提案を行います。 
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オーギュスト・ルノワール 《ピアノを弾く少女たち》

1892 年頃、油彩・カンヴァス、116×81cm、オランジュリー美術館 

© RMN-Grand Palais (musee de l'Orangerie) / Franck Raux 

２ 事業概要 

中期経営計画（2018-2021）の重点取組から主な事業を紹介 
 

（１）横浜らしい特色のある事業の国内外への発信  

 

■ 横浜美術館開館 30 周年事業 （横浜美術館） 

開館 30 周年を迎える横浜美術館は、その記念展として、

多様なコレクションに焦点をあてた 3 つの企画展を開催し

ます。4 月からの「Meet the Collection ―アートと人と、美術館」

展では、12,000 点を超えるヴァラエティ豊かなコレクション

から各分野の名品を中心に 300 点を展示します。4 人の

アーティストをゲストに迎え、作品同士の出会いの場を創

出し、アートの自由な見方や多様な関わり方を提案します。 

7 月からの「原三溪の美術 伝説の大コレクション」展では、

原三溪の生誕 150 年・没後 80 年を記念して、横浜が輩出

した希代の文化人・原三溪の業績を、芸術文化とりわけ美

術との関わりに焦点を当て、三溪旧蔵の古美術や近代美

術など、国宝、重文を多数含む約 150 点により、三溪自身

の美術史観も織り込みつつ紹介します。9 月からの「オラ

ンジュリー美術館コレクション ルノワールとパリに恋した

12 人の画家たち」展では、ルノワールやピカソなど、印象

派とエコール・ド・パリを中心とする珠玉の名画約 70 点を、

オランジュリー美術館のコレクションが築かれた歴史も紐解きながら紹介します。 

「美術でつなぐ人とみらい」をテーマとして掲げ、上述の企画展のほか、記念式典や国際シンポジウ

ムの開催、記念誌の発行、記念グッズの販売等、様々な事業を通じて、30 年の活動をふりかえるとと

もに、未来像を国内外に発信します。 

また、今年度はカナダの美術館で、横浜美術館の写真コレクション展が開催されます。横浜美術館

のコレクションを通じ、国際都市横浜の魅力を海外に発信します。 

 

■ 横浜音祭り 2019 （横浜みなとみらいホール） 

フェスティバルの主会場のひとつとして、ホールの特色を生かした魅力的な事業を展開し、成功に

貢献します。10 月には 2018/19 シーズンから「チェコ・フィルハーモニー管弦楽団」の首席指揮者に

就任した名匠、セミヨン・ビシュコフの指揮による、同楽団の公演を開催。スメタナのモルダウなどチェ

コの音楽とチャイコフスキーの交響曲第５番の演奏に注目が集まります。 

また 9～11 月には、横浜みなとみらいホールの特色の１つである、パイプオルガンに焦点をあてた事

業、「パイプオルガンと横浜の街」を行います。横浜は日本で初めてパイプオルガンが設置され、今

も市内に数多くのパイプオルガンがあります。ホール、ミッションスクール、教会、結婚式場など、パイ

プオルガンをめぐりながら、横浜の街の魅力を再発見する事業となります。また世界トップレベルの

オルガニストによる本格的なオルガンリサイタルや、注目の若手オルガニストを招聘するコンサートを

開催し、パイプオルガンの魅力を堪能いただきます。 

 

■企画公演「東次郎 家伝十二番」、特別企画公演「大典 奉祝の芸能」 (横浜能楽堂） 

大蔵流狂言方の「人間国宝」山本東次郎が東次郎家に伝わる芸の中から十二番を選び、月に 1 番

を年間のシリーズ公演として自らが演じます。「翁」の三番三に始まり、能「船弁慶」の間狂言、そして
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横浜ダンスコレクション2019 レセプションの様子

Photo：塚田洋一 

上演頻度の少ない稀曲・秘曲も織り交ぜて狂言の奥深い魅力を毎月紹介します。横浜能楽堂では

2007 年からスタートした普及公演「横浜狂言堂」の人気により鑑賞者が拡大し、狂言鑑賞を望む声

が高まっています。そのニーズに応え、シリーズすべてを人間国宝・山本東次郎が演じる、初心者に

も見巧者にも見ごたえのあるプログラムとなっています。 

また、6 月、7 月には、2019 年の新天皇即位の慶事に際し、特別企画公演「大典 奉祝の芸能」を実

施。古典芸能の中から皇室縁の曲や祝儀曲を集めて上演します。なかでも大正天皇の即位を祝し

て作られた能「大典」は、以来上演されておらず、今回 100 年ぶりの復曲となります。横浜での上演

後 11 月には、ジャパンソサエティの主催でニューヨークでの公演も予定、日本の古典芸能の魅力を

海外へも発信します。 

 

■横浜開港 160 周年記念 「ダメじゃん小出の黒く塗れ！vol.38 横濱テーマに本気～トーク」

／ 森直実写真展 同時開催（横浜にぎわい座） 

横浜にぎわい座がある横浜・野毛は、街の成り立ちに横浜開港の歴史が大きく影響しています。今

年度は横浜開港 160 周年にちなみ、横浜・野毛のにぎわいを伝える公演と写真展を開催します。 

シリーズ企画として横浜にぎわい座で長く開催され、38 回目を迎える、スタンダップ・コメディ公演、

「ダメじゃん小出の黒く塗れ！vol.38」において、“横濱をテーマに本気～トーク”と題し、横浜・野毛

について語ります。また、にぎわい座 2 階情報コーナーでは、野毛大道芸実行委員会アドバイザー

を務め、野毛の街に深いつながりのある、森直実による写真展を同時開催します。 

 

■横浜ダンスコレクション 2020、第 3 回 HOTPOT 東アジア・ダンスプラットフォーム、 

  AND+（ASIA NETWORK FOR DANCE）、国際舞台芸術ミーティング in 横浜 2020 （TPAM 2020） 

（横浜赤レンガ倉庫 1号館、協働推進グループ） 

今年度、横浜、香港、ソウルの東アジアを代表す

る３つのダンス・フェスティバルが連携して創設し

た「HOTPOT 東アジア・ダンスプラットフォーム」

が、「横浜ダンスコレクション 2020」に合わせて横

浜で開催されます。これまで丁寧に関係性を構

築してきた振付家、ダンサー、各国のディレクター

やプロデューサー等との関係性を発展させ、国

際ネットワークの拡大・充実を目指します。またア

ジアにおけるコンテンポラリーダンス専門家との

ネットワーク「AND+」（ASIA NETWORK FOR 

DANCE）を立ち上げ、年 2 回程度のミーティング

を通じて協働を強化し、アジアのダンスシーンにおける様々な課題解決を目指します。 

また横浜ダンスコレクションは毎年、同時期に開催する国際舞台芸術ミーティング in 横浜 （TPAM）

と連携することで、相乗効果によりネットワークを広げています。今回も引き続き連携を強め、アジア

におけるパフォーミングアーツの重要な拠点としてのプレゼンスをさらに高めていきます。 

 

■大和和紀『ヨコハマ物語』×大佛次郎の横濱 （大佛次郎記念館） 

漫画家・大和和紀の作品、『ヨコハマ物語』を取り上げ、大佛次郎の幕末・明治の横浜を舞台とした

開化小説と織り交ぜて展示することで、華やかで、多様性と混沌に満ちた開化期「ヨコハマ」を再現

する展覧会を開催します。大佛次郎記念館では、初めて現役作家の作品を取り上げることとなり、異

なる視点から、幅広い層に大佛次郎の魅力を伝えます。 
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子どもたちを対象とした事業 

みなとみらいSuper Big Band 

横浜みなとみらいホールでの演奏の様子（2018年）

（２）子どもたちをはじめとする次世代育成の推進  

 

 

■ 横浜市こどもの美術展、あざみ野こどもぎゃらりぃ 2019 

（横浜市民ギャラリー、横浜市民ギャラリーあざみ野） 

1965 年から 50 年以上続く「横浜市こどもの美術展」（横浜市民ギャラリー）は、子どもの感性に優劣

をつけるのではなく、「やってみよう」と思う気持ちを大事にする、無審査の展覧会です。2014 年に、

現在の地に移転後、応募しやすいようにテーマ設定する等、アーティストとの連携による工夫を行い、

着実に応募作品数・来場者数を増やしています。 

「あざみ野こどもぎゃらりぃ」（横浜市民ギャラリーあざみ野）は、毎年さまざまなジャンルのアーティスト

による作品を紹介し、会場では子どもたちが参加できる仕掛けを用意して、アートを全身で感じる

“体験”を大事に実施しています。今回は映像・アニメーション作家の松本力氏による作品で会場全

体を異空間に変身させ、子どもたちを不思議な世界へ誘います。 

 

■みなとみらい Super Big Band、次世代へのジャズプログラム（横浜みなとみらいホール） 

横濱 JAZZ PROMENADE 2019 ジュニア・ジャズステージ      （協働推進グループ） 

ジャズとの縁が深い街の特徴を生かし、当財団ではこれま

で、子どもたちへのジャズの普及に取り組んできました。 

横浜みなとみらいホールの事業から誕生した、ホール専

属の中高生ビッグバンド、「みなとみらい Super Big Band」

は、札幌市、金沢市のフェスティバルとの交流等、活動を

広げています。 

本年度、横浜みなとみらいホールでは、プロのジャズミュー

ジシャンによるワークショップやプロと同じステージに立っ

ての成果発表等を行う、中高生を対象とした「次世代への

ジャズプログラム」を開始します。みなとみらい Super Big 

Band との共演も行うことで、若い世代へのジャズの普及と

交流に、さらに力を注ぎます。 

27 回目を迎える「横濱 JAZZ PROMENADE 2019」は、これまでもジュニアのビッグバンドが各地から

参加していましたが、今回はさらに札幌、仙台、神戸等のジャズフェスティバルとの連携を視野に入

れ、ジュニアステージの充実を図ります。 

 

■太神楽曲芸体験教室 （横浜にぎわい座） 

横浜にぎわい座では、子ども達を対象に、夏休みに「太神楽曲芸」の体験教室を実施します。和傘

の上で鞠や枡を回す芸でおなじみの太神楽曲芸は、獅子舞と曲芸が信仰と結びつくことによって江

戸時代に成立し、寄席の芸能としても親しまれてきました。講師に水戸大神楽の柳貴家雪之介を迎

え、子どもたちが実際に太神楽曲芸を体験することで、日本の伝統文化への理解を深める機会を提

供します。 

 

■学校等教育機関との連携、教師・指導者等への取り組み （横浜美術館、横浜能楽堂、横浜赤

レンガ倉庫 1 号館、磯子区民文化センター、横浜市民ギャラリー、横浜市民ギャラリーあざみ野） 

学校や教師等、指導者と連携することで、子どもたちがより身近に文化芸術に触れる機会を

拡大します。複数の施設において継続的に学校単位での団体鑑賞の機会も設け、本格的な環

境での芸術体験を提供するほか、教師等の指導者への取組みに注力します。 
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磯子区内にある３つのお囃子のひとつ、森浅間神社お囃子 

横浜美術館や横浜市民ギャラリー、横浜市民ギャラリーあざみ野では、保育園や幼稚園、小中学校

の指導者等に向けた研修の実施。横浜美術館では、2016 年から開始した、コレクション作品を活用

し、市内中学校美術科教師と協働して授業案作成を行う取り組みを今年度も実施します。横浜能楽

堂では、教科書で取り上げられている『柿山伏』を題材に、狂言師による講座を教育関係者や教員

を目指す人たちを対象に行います。横浜赤レンガ倉庫1号館では、振付家による教員向け協働プロ

グラムを実施します。磯子区民文化センターでは磯子区音楽教育研究会と連携し、教員の研修事

業をサポートします。教員等関係者向けのプログラムの充実に努め、教育機関との連携強化を図り

ます。 

 

 

 

■若手アーティストの活動支援 

（横浜美術館、横浜みなとみらいホール、横浜にぎわい座、横浜赤レンガ倉庫１号館） 

各施設が、その専門性を生かして、次代を担う若いアーティストの活動の支援を行います。横浜美

術館の「New Artist Picks」、横浜みなとみらいホールの「Just Composed 2020 in Yokohama」「横浜市

招待国際ピアノ演奏会」「ホールオルガニスト・インターンシップ」、横浜にぎわい座「登竜門シリーズ 

in のげシャーレ」、横浜赤レンガ倉庫１号館の「横浜ダンスコレクション」のコンペティションや受賞者

公演など、アーティストが横浜でチャレンジングに表現活動を行い、国内外へ活動を広げることがで

きるようにバックアップを行います。 

 

■アーティスト、クリエイターの活動支援 （広報・ACY グループ） 

アーツコミッション・ヨコハマの「創造都市横浜における若手芸術家育成助成 クリエイティブ・チルド

レン・フェローシップ」では、39 歳以下の美術、舞台芸術の分野で創造的な活動をする美術家、劇

作家、演出家、振付家、ダンサーへ助成することで、その育成と、そのキャリアアップを支援していま

す。地方自治体として個人アーティストを直接支援する助成は全国でも珍しい取組みです。これま

で採択されたアーティストは 12 名（延べ 19 名）。その後の国内外での活躍につながっています。今

年度も引き続き、活動支援に注力します。 

 

 

（３）芸術と社会をつなぎ、共生社会へ向けた基盤整備  

 

 

■アート de 伝承プロジェクト （磯子区民文化センター） 

各地で伝統芸能の深刻な担い手不足、後継不足が課題と

なる中、地域文化拠点である劇場が媒介となり、地域の人々

が磯子区の寺社仏閣に伝承されてきたお囃子や神楽等、

地域のお祭り文化を調査し、若い世代に伝えていく取り組

みを実施します。 

地元神社のお囃子の担い手と、磯子区民文化センター杉田

劇場で旗揚げした劇団や区民が交流したり、学校の先生を

対象に、お囃子や神楽の講座を設けたりするなど、地域の

伝統を広く伝承していきます。 

 

若手アーティスト、クリエイターの支援事業

ア  市民文化活動の支援と地域との連携強化
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クリエイティブ・インクルージョン活動助成2018年度採択事業

渡辺篤「アイムヒアプロジェクト」

© I'm here project / Atsushi Watanabe 2018-2019 

■わくわくブラス！（横浜みなとみらいホール） 

プロ、アマチュアの枠を超え、吹奏楽を愛する人々が、横浜みなとみらいホールのステージで共演し、

その大きな感動をステージ上から客席まで波及させ、吹奏楽を“演りたい・聴きたい”と思う人を増や

す事業です。WEB での動画配信も行い、通常の演奏会とは異なる音楽の楽しみを発信しています。

吹奏楽発祥の地であり、毎年「全日本高等学校吹奏楽大会」が開催されるなど、吹奏楽が盛んな横

浜ならではの事業です。 

 

■ボランティア活動の推進 

 （横浜美術館、横浜市民ギャラリー、横浜市民ギャラリーあざみ野、磯子区民文化センター、 

  横濱 JAZZ PROMENADE 2019） 

多くのボランティアが活躍する横浜美術館では今年度から、ボランティアの関心や状況にあ

わせて活動に参加でき、さらに幅広い美術館活動を体験できるよう、ビジターサービスボラ

ンティアと鑑賞ボランティアが一緒に活動できるようにします。 

横浜市民ギャラリーの「横浜市こどもの美術展」では、中高生ボランティアも多く活躍して

います。また横浜市民ギャラリーあざみ野や磯子区民文化センター、横濱 JAZZ PROMENADE

の実施においても引き続きボランティア活動を促進し、市民が主体的に文化芸術活動を行う

場をつくります。 

 

 

 

 

■クリエイティブ・インクルージョン活動助成 （アーツコミッション・ヨコハマ） 

横浜市の「文化芸術の創造性を生かしたまちづく

り」をふまえ、誰もが互いに尊重し、支え合う共生

社会の実現を目指す「クリエイティブ・インクルー

ジョン」の理念に基づく助成です。アーティストの

創造性を生かした社会包摂を試みる多様なプロジェ

クトを支援し、誰もが対等な関係で関わり合える社

会の実現を目指します。 

これまで採択された事業は、2020 年以降の社会を見

据えた、新たな基準となるような視点が提示され、

メディアで紹介される等、注目されています。 

 

 

■企業・地域と劇場をつなぐ 赤レンガ・ダンスプロジェクト（横浜赤レンガ倉庫 1 号館） 

ダンスをしたことがない、興味はあるが機会がない、劇場があることを知らない、そうした

方々へもっとダンスや劇場を知っていただく場を、地域の企業と連携して実現する事業です。 

3 回目となる今回は、株式会社横浜赤レンガ（横浜赤レンガ倉庫 2号館）と連携して実施し

ます。横浜赤レンガ倉庫で働くスタッフがダンサーとなり、振付家によるオリジナルダンス

の創作、WEB や SNS での動画配信、横浜赤レンガ倉庫広場での発表等を行います。参加者だ

けでなく、オリジナルダンスを目にした人々が、より身近にダンスを感じてもらう機会をつ

くります。 

 

イ  誰もが社会に参画できる取組の推進
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横濱 JAZZ PROMENADE2018

カップヌードルミュージアム前での街角ライブの様子 ©YJP（撮影：クルー長沢） 

■バリアフリー能 （横浜能楽堂） 

19 回目を迎える横浜能楽堂「バリアフリー能」は 2000 年の事業開始以来、公演終了後に意

見交換の場を持ち、参加者へのヒアリングを行う等、工夫を重ね、改善を繰り返しています。

その取り組みは先駆的な事例として、多方面から注目されており、今年度は、能楽協会が主

催する「ESSENCE 能～バリアフリー対応～」へ協力を行うなど、広がりをみせています。 

 

■ 障がい児のためのプログラム 

（横浜美術館、横浜みなとみらいホール、横浜市民ギャラリーあざみ野） 

横浜みなとみらいホールでは、2010 年から毎年、市内の盲特別支援学校の生徒を対象としたパイ

プオルガンのワークショップを実施しており、今年度で 10 回目を迎えます。また「音と光の動物園」で

は、東京藝術大学 COI 拠点や公益財団法人ベネッセこども基金、特定非営利活動法人 ADDS と連

携し、発達障がいのある子どもとその保護者を対象としたワークショップを実施しています。 

横浜美術館では、市内の特別支援学校・養護学校の生徒を対象にした学校プログラムを実施、横

浜市民ギャラリーあざみ野では、月に 1 回障がいのある子どもたちを対象にした「親子で造形ピクニ

ック」を実施しています。参加者ごとのサポートに配慮が必要なため、各事業において学校や専門

家と密に連携して情報共有を行い、当日に子どもたちが安心してのびのびとアートに触れる場を提

供しています。 

 

■病院、福祉施設、高齢者施設等へのアウトリーチ （横浜美術館、横浜にぎわい座） 

美術館や劇場等の社会における役割を広げる取り組みとして、来館が難しい方々へ向けたアウト

リーチを行っています。横浜美術館では、入院中の子どもたちを対象とした病院でのワークショップ

の実施や、特別養護老人ホームでの認知症の高齢者を対象とした造形プログラムの実施など、横浜

美術館に来館することができない方へ向けた事業を行っています。また横浜にぎわい座は、福祉施

設での出張寄席を行い、高齢者が演芸に触れる機会をつくっています。 

 

■杉劇ちょこっとカフェ （磯子区民文化センター） 

地域の子どもたちの放課後の居場所として、また子どもから大人まで交流できる場として文

化施設を活用する取組みを行います。地域の方が先生となり、様々なワークショップを行い、

集った人たち同士の会話、交流が生まれる工夫とともに開催しています。今年度からは、こ

れまでの事業の経験を生かして取り組みを広げ、地域の高齢者が過ごせるような場づくりに

も取り組みます。 

 

 

 

■横濱 JAZZ PROMENADE 2019 （協働推進グループ） 

横浜の街を舞台にジャズの演奏を繰り広げる、日本

を代表するフェスティバルです。関内・みなとみら

いを中心とした街角ライブは、賑わいを見せ、近年

そのエリアは、横浜駅西口、東口エリアまで広がり

を見せています。横浜の秋の風物詩として、音楽と

ともに、街の魅力を内外に発信しています。 

 

 

ウ  創造性を生かしたまちづくりの推進
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■アートリンク in 横浜赤レンガ倉庫 （横浜赤レンガ倉庫 1 号館） 

横浜らしい景観の中で楽しむ屋外スケートリンクは、アーティストとのコラボレーションにより横浜独自

のコンテンツとして、毎年注目を集め、多くの来場者を迎えています。近年は、高校美術部生による

アート作品や、新進気鋭のアーティストによる作品とのコラボレーションを展開しています。 

 

 

■クイーンモールミュージシャン （横浜みなとみらいホール） 

横浜みなとみらいホールが街と連携して企画・実施し、みなとみらいのショッピングモール内のオー

プンスペースでミニ・コンサートを行います。みなとみらいを訪れる人たちに音楽に触れる機会を提

供することで、「コンサートホールのある街」を発信し、みなとみらいの街の魅力づくりに貢献します。 

 

 

■文化芸術創造都市プラットフォーム （広報・ACY グループ） 

横浜に集うアーティストやクリエイターと、企業や行政、大学、NPO や市民団体などとの出会いをつく

り、そこから相乗効果を生み出していくような、創造力を活かしたまちづくりの基盤を整えています。 

顔と顔とがつながる関係性を大事にし、分野やジャンルを横断したアイデアや視点の交換から相乗

効果が生まれるような場を、時間をかけて育んでいます。 

 

 

 

 

 
【コラム】国内外からの来訪者へ向けた取り組み 

 

2019 年は、ラグビーワールドカップ 2019™、第 7 回アフリカ開発会議の開催年です。東京 2020

オリンピック・パラリンピックを翌年に控え、国内外から横浜に注目が集まる 2 年間を迎えます。  

この機を捉え、当財団では市内の気運の醸成につながる様々な取り組みを展開します。 

ラグビーワールドカップ 2019™の開催期間（2019 年 9 月～11 月）には、「横浜音祭り 2019」、

横浜美術館 30 周年記念「オランジュリー美術館展」、横濱 JAZZ PROMENADE 2019 等、特色あ

る文化事業を華やかに実施し、多くの来場者を横浜に迎えます。 

横浜美術館とその周辺の公共空間においては、横浜市との連携のもと、来街者が美術館の夜

間開館にあわせ、夕方から夜にかけて、美術館とまちを一緒に楽しむようなシンボルプログラムを

展開します。一方で、加速する高齢化社会等、2020 年以降の市民社会を見据えた先進的・実験

的な取り組みを、横浜の郊外部において、地域施設や福祉施設等と連携して実施します。（リー

ディングプログラム） 

また横浜能楽堂での訪日外国人旅行者をターゲットとしたプログラムの実施、横浜赤レンガ倉

庫 1 号館での、ラグビーワールドカップ 2019™との連携による展覧会の開催等、ビッグイベントと

の連携・相乗効果により、横浜の新たな魅力として文化芸術を発信する機会をつくります。 
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５ 運営施設一覧 

 

（1） 運営施設 

 施設名 所在地 施設内容 

1 横浜美術館 
西区みなとみらい 

3-4-1 

展示室（7 室、2,668 ㎡） 

市民のアトリエ（586 ㎡）、子どものアトリエ（631 ㎡） 

美術情報センター（935 ㎡） 

アートギャラリー１（195 ㎡）アートギャラリー２（167 ㎡）

ミュージアムショップ、レクチャーホール（240 席） 

2 横浜みなとみらいホール 
西区みなとみらい 

2-3-6 

大ホール（2,020 席）、小ホール（440 席） 

リハーサル室（212 ㎡）、レセプションルーム（176 ㎡）

音楽練習室（6 室） 

3 横浜能楽堂 
西区紅葉ケ丘 

27-2 

本舞台（486 席）、第二舞台 

研修室（4 室）、展示廊等 

4 横浜にぎわい座 中区野毛町3-110-1
芸能ホール（391 席）、小ホール 

練習室、制作室 

5 横浜赤レンガ倉庫１号館 中区新港 1-1-1 ホール（最大 444 席）、多目的スペース（3 室）等 

6 大佛次郎記念館 中区山手町 113 
展示室（35 ㎡）、ギャラリー（64 ㎡）、記念室、閲覧

室、サロン、会議室、和室 

7 横浜市民ギャラリー 西区宮崎町 26-1 展示室（1,146 ㎡）、アトリエ（148.6 ㎡） 

8 横浜市民ギャラリーあざみ野 
青葉区あざみ野南

1-17-3 
展示室（610 ㎡）、アトリエ（142 ㎡）、アートプラザ 

9 
横浜市磯子区民文化センター 

「杉田劇場」 

磯子区杉田 1-1-1 

らびすた新杉田 4F

ホール（310 席）、ギャラリー（110 ㎡）、リハーサル室

会議室（3 室）、練習室（3 室）等 

 

（2） 指定管理者の共同事業体の一員として管理運営に参加している施設 

 施設名 所在地 施設内容 

1 
横浜市市民文化会館 

関内ホール 
中区住吉町 4-42-1

大ホール（1,102 席）、小ホール（264 席） 

リハーサル室（4 室）等 

2 横浜市吉野町市民プラザ 南区吉野町 5-26 
多目的ホール（200 席）、スタジオ（3 室） 

ギャラリー（140 ㎡）、会議室等 

3 横浜市岩間市民プラザ 
保土ケ谷区岩間町

1-7-15 

ホール（185 席）、スタジオ（4 室）、ギャラリー（85 ㎡）

リハーサル室、レクチャールーム等 

4 
緑区民文化センター 

「みどりアートパーク」 
緑区長津田 2-1-3 

ホール（334 席）、ギャラリー（123 ㎡）、 

リハーサル室、練習室（3 室）、会議室等 
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